
DKIA FILE 舗論 
名 前 SUNSTONE 世ンストーン）／日長石 

化学組成 (Na,Ca)[AI(Si,AI)308]※微量のFe203を含む 

色 黄金色、赤褐色 

光 沢 ガラス光沢 

蛍 光 なし 

条 痕 白色 

ケイ酸塩鉱物 

せき にっ ちょう 

日長石 
自 

灰曹長石の一種で、結晶内 

に包有物を含み閃光を発す 

るものを「日長石」という。 
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比 重 書 仕26 

インドで産出した日 

長石。中心の透明に 

見える部分は純粋な 

灰曹長石。 

素焼きの陶板にこ 

すりつけると白色 

の条痕が残る。 

吾 

黄金色や赤褐色で、 

ガラスのような光 

沢を持つ。 

男開は完全で、ハン 

マーでたたくと不規則 

造若鉱物のひとつとし な断口を示す。 

て、火成岩や変成岩中 

に形成される。 
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▼表面にわずかに見えるきらめきが 
と（らょ’ 

日長石の特徴。 灰曹長石の―種 

ナトリウムとカルシウムの含有量によって分類される長若のなか 

で、灰曹長石はナトリウムを多く含む曹長石側に位置している。灰 

曹長石はその成分中の70％未満が曹長石成分で、30％以上が炭長 

若成分である。灰曹長石のなかで、黄金色ゃ募褐琶の結晶が光を笈 

射して独特のきらめきを生じているのが日長石だ。日長石は、遥碧 

鉱物のひとつとして夫蔵碧ゃ菱茂碧中に生成し、質の良いものは鮮 

やかな色合いときらめきを活かすためにカボション・カットが施さ 

れる。なお、日長石はもろくて割れやすく、熱に弱い性質を持つ。 
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▲閃光を発する日長石。見る角度によっで輝きがあらわれる。 

主な産地 ノルウェーI」昌 

きらめきの成分 

日長石の内部には赤鉄鉱や自然銅、針鉄鉱 

などの微結晶が含まれており、これらの微結 

晶が一定の方位で配列しているため、入って 

くる光が反射してきらめくような輝きを生み 

出す。この現象は「蘭晃」と呼ばれている。 

アメリカ寿 
コロラド州など 

で産する。 

▼インド産の日長石。 


